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(2.16) (2.15) の証明
F の元は F0,F1,F2 · · ·の重ね合わせと見ることができるから、|ΨN 〉(∈ FN )に対して
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を示せばよい。状態ベクトル |ΨN 〉を基底ベクトル |ΦN
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dξN+2 (Φk,l,n(ξ1, · · · , ξN+2) + Φl,k,n(ξ1, · · · , ξN+2)) |ξ1, · · · , ξN+2〉

を得る。最右辺の式はスレーター行列式の反対称性によりゼロである。これで (1)が示された。
これにより (2.16)が示される。ゼロと等価な演算子の随伴演算子もゼロと等価である。これより
(2.15)も示される。

(2.15), (2.16)の解答終わり

(2.17) の証明
|Ψ〉 = |ΦN

n〉 のときに示せばよい。
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(2.17)の解答終わり
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